
雨
マ
1
ク
の
つ
い
た
あ
シ
l
ド
ル
発
祥
の
地
で
す
て
電
力
会
社
に
売
っ
て
い
こ
の
ツ
ア
ー
に
は
土
手
っ
て
写
真
撮
影
に
興
じ

る
目
、
「
弘
前
と
シ
l
ド
が
、
私
有
地
で
す
の
で
お
ま
す
。
歴
史
っ
て
不
思
議
町
か
い
わ
い
の
街
歩
き
も
た
。

ル
文
化
」
ツ
ア
1
に
参
加
静
か
に
ご
覧
く
だ
さ
い
」
で
面
白
い
で
す
よ
ね
」
と
含
ま
れ
て
い
た
。
ま
る
で
さ
て
、
ツ
ア
ー
は
い
よ

し
た
。
「
弘
前
×
フ
ラ
ン
と
念
を
押
す
。
一
間
静
か
西
谷
さ
ん
は
結
ぶ
。
探
検
隊
の
よ
う
に
ゾ
ロ
ゾ
い
よ
終
盤
の
弘
前
市
り
ん

ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
企
に
外
か
ら
の
み
見
学
し
て
シ
1
ド
ル
物
語
と
N
H
ロ
と
歩
く
と
、
い
つ
も
の
ご
公
園
ヘ
。
リ
ン
ゴ
も
ぎ

画
し
た
も
の
で
、
団
長
は
次
は
弘
大
隣
り
の
造
氷
所

K
連
続
テ
レ
ビ
小
説
の
街
も
違
っ
て
見
え
る
。
せ
体
験
を
す
る
人
、
お
土
産

弘
前
大
学
人
文
学
部
准
教
へ
。
そ
の
後
、
弘
大
裏
の
「
マ
ッ
サ
ン
」
が
重
な
っ
ち
が
ら
い
昨
今
で
あ
る
を
買
う
人
・
：
思
い
思
い
の

授
の
熊
野
員
規
子
さ
ん
。
変
電
所
跡
、
旧
福
島
酒
造
た
。
弘
前
に
も
マ
ッ
サ
ン
が
、
商
店
会
の
皆
さ
ん
の
時
を
過
ご
し
た
。
最
後
は

出
発
の
午
前
日
時
、
朝
か
発
電
所
（
同
市
紙
漉
沢
）
、
が
い
た
の
だ
。
時
を
経
て
頑
張
り
が
明
る
さ
を
も
た
圏
内
に
あ
る
「
弘
前
シ
ー

ら
の
雨
も
上
が
り
、
太
陽
ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
l
弘
前
今
は
ニ
ッ
カ
が
シ
1
ド
ル
ら
し
た
。
「
ょ
っ
」
と
声
ド
ル
工
房
k
i
m
o
r

が
明
る
く
照
ら
し
始
め
工
場
と
、
シ
1
ド
ル
に
関
造
り
を
続
け
て
い
る
。
を
掛
け
る
人
も
い
た
。
吉

i
」
で
交
流
会
。
高
橋
哲

た

。

「

す

ご

い

、

晴

れ

女

井

倉

庫

の

メ

モ

リ

ア

ル

ド

史

オ

ー

ナ

ー

の

あ

い

さ

つ

は

誰

？

晴

れ

男

は

誰

ッ

グ

で

は

慶

大

・

弘

大

の

は

弘

前

の

リ

ン

ゴ

作

り

の

？

」

と

パ

ス

の

中

は

大

に

学

生

た

ち

が

犬

の

背

に

登

歴

史

と

人

物

伝

も

織

り

込

藤
田
久
美
子
②

x
h
門

i
x
h

玄人thJンフミ匙

係
す
る
施
設
を
見
学
し

た
。
西
谷
さ
ん
の
「
弘
前

シ
1
ド
ル
物
語
」
を
聞
き

な
が
ら
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
福
島

酒
造
か
ら
造
氷
所
以
外
の

施
設
を
吉
井
酒
造
が
引
き

継
い
だ
が
、
発
電
は
さ
て

一
ぎ
わ
い
。
途
中
、
慶
応
大
お
き
、
送
電
シ
ス
テ
ム
に

一
学
臨
槻
研
究
チ
l
ム
と
合
費
用
が
か
か
り
す
ぎ
て
経

一
流
。
園
枝
孝
弘
氏
は
、

E
営
難
に
。
苦
肉
の
策
と
し

一
テ
レ

「テ
レ
ビ
で
フ
ラ
ン
て
生
み
出
し
た
の
が
ヨ
l

一
ス
語
」
の
講
師
で
お
な
じ
ロ
ッ
パ
で
出
合
っ
た
シ
l

一
み

だ

。

ド

ル

造

り

で

あ

っ

た

。

一

さ
て
、
パ
ス
は
最
初
の
「
よ
か
れ
と
思
っ
た
自
家

一
見
学
地
、
弘
前
駅
隣
の
旧
電
力
が
経
営
の
足
を
引
っ

一
吉
井
酒
造
ヘ
。
ガ
イ
ド
は
張
り
、
し
か
し
そ
の
お
か

一
「
た
び
す
け
」
の
西
谷
雷
げ
で
弘
前
で
最
初
の
シ
l

L

佐
さ
ん
。
「
皆
さ
ん
、
こ
ド
ル
が
誕
生
し
た
わ
げ
で

こ
は
現
在
、
営
業
活
動
は
す
。
し
か
も
発
電
所
は
今

し
て
い
ま
せ
ん
。
弘
前
の
も
電
気
を
作
り
続
け
て
い

支

ま
れ
、
濃
く
熱
い
も
の
が

あ
っ
た
。
料
理
も
シ
1
ド

ル
も
お
い
し
く
、
薪
ス
ト

ー
ブ
の
炎
が
温
か
か
っ

た
。
薪
ス
ト
ー
ブ
は
下
段

が
オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て
い

て
、
こ
こ
で
焼
く
「
焼
き

リ
ン
ゴ
」
は
絶
妙
の
味
で

あ
る
。
体
験
が
で
き
る
の

で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
。

弘
前
の
シ
1
ド
ル
文
化

に
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々

の
汗
と
涙
の
ド
ラ
マ
が
あ

る
こ
と
を
深
く
学
ん
だ
一

目
だ
っ
た
。

（
「
潮
音
」
同
人
、
弘
前

市
在
住
）

※
次
回
は
工
月
日
日
掲

載
。
俳
人
協
会
会
員
の
石

崎
志
亥
さ
ん
が
執
筆
し
ま

す

カ
ッ
ト
・
橋
本
尚
怒
（
青
森
市
）

ut 

s

・・・
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